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※以下の項目を参考の上で作成をしてください（様式は自由です）。 

 実習企業・機関 社会福祉法人村山市社会福祉協議会 

実習期間 平成  ３１ 年 ２ 月 ２５ 日 ～ 平成 ３１  年 ３ 月 １日 

学生氏名 鈴木 日菜美 

実習プログラム ・社会福祉協議会についての説明 

・地域福祉事業についての説明 

・外出支援サービス事業同行 

・サロンへ訪問（認知症予防体操へ参加） 

・生活困窮に関わる事業についての説明 

・総合福祉センターへ訪問 

・児童発達支援事業所、放課後等デイサービスでの活動 

 （子どもたちとのお散歩、歯磨きやトイレのお手伝い等） 

・地域包括ケアシステム、総合事業についての説明 

・包括支援センターの業務へ同行 

・訪問介護へ同行（排せつ介助のお手伝い） 

・ボランティア活動の説明 

・訪問型サービス A 従業者養成研修へ参加 

学び・気づき 

（300 字程度） 

 実習 1日目に、午前中に社会福祉協議会（以下、社協と記載する）の事務

局長と実習指導者の方から、村山市社協についてと、地域福祉事業について

説明をして頂いた。事務局長に村山市社協について説明をして頂いた際に、

生活支援として生活福祉資金・福祉資金貸付を行っているということを知っ

た。福祉資金の内容には、進学に必要なお金や、自動車学校に通うためのお

金も含まれていた。支援を受けることができる対象は限られてはいるが、大

学生活で困ったことがあった際に活用できる支援があるということを知り、

身近に福祉を感じた。 

説明をして頂いている時に気が付いたことがあった。それは、パワーポイ

ントがとても見やすいことと、説明の仕方がとても丁寧であったことだ。地

域の課題、やっていることややってほしいことが、初めて聞く私にとっても

理解でき、わかりやすさに感銘を受けた。指導者の方に伺うと、社協では人

前に出て説明をすることが多く、パワーポイントや資料、DVD を誰もが理解で

き、納得してもらえるように作成する必要があるとおっしゃっていた。その

ために、大学生活でのパワーポイントやレポート作成で分かりやすさを意識

して作成するようにとアドバイスを頂いた。また、実習の 4 日目に地域福祉

を進めていくには、人を育てる必要がある。そのために住民の意識改革を行



うには 10年かかると教えて頂いた。福祉活動に参加をし、地域のために行動

をしたいと動き始める方々のサポートをしていくことも社協の役割であるこ

とを福祉現場で学んだ。 

今後に向けた 

抱負 

（200 字程度） 

 今回のインターンシップには、観察力とコミュニケーション能力を向上さ

せることを意識して取り組んだ。また、社会福祉士の皆さんが、相談者に対

してどのような語りかけや、傾聴を行なっているのかを実際に見て学ぶこと

を目標の一つとして取り組んだ。 

5 日間のインターンシップのなかで、様々な職種の方々とお話をさせて頂く

機会があった。そのために、多くの方との会話を重視した。中でも、社協で

働く社会福祉士の方との会話を重視した。4日目に、社会福祉士の方に、利用

者の方々と会話をするときに気を付けていることを聞いてみた。信頼関係を

構築するには、相手を知ることが大切だが、距離感を保つことも大事だとい

う こ と を 知 り 、 信 頼 関 係 を 含 め た 会 話 は 難 し い と 感 じ た 。            

また、地域住民を支えていく立場になった際には、説明力が必要だと近くで

行動を共にしていて学んだ。そして、人の話を聞くだけではなく、どうして

そのような状況になってしまったのか、背景をも考える必要があることを相

談者や利用者との関わりから学んだ。わかりやすく説明をする力と、視野を

広げて人の話を聞くように、今後の生活で意識していきたい。 

インターンシッ

プをして気づい

た、実習先の魅力 

（300 字） 

 私が感じた社会福祉協議会の魅力は、多職種や他機関との連携があり、より良

い地域での暮らしを多くの人が支え合っていることを感じることができること。

また、支援を必要としている方々への対応が一人ひとりの状況に合ったものであ

り、福祉現場で働くみなさんが、近く頼りになる存在にあるということを感じる

ことができること。実際に利用者の方に、社協の職員との関わりを持つように

なって変わったことを伺うと、「社協の職員の皆さんは、お話をよく聞いてく

れる。また、色々なことを知っていて教えてくれるので安心できる。」とおっ

しゃっていた。利用者の方のお話を伺ってみて、利用者に近く、寄り添った

支援を行っているのだということを強く感じた。そして、地域住民が主体と

なって起こす行動に対して側面的にサポートを行い、地域住民との暮らしや

すい地域づくりを行なうことができるのも魅力である。 

写真（1～3 点） 

     


